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 研究の目的は、クリストファーこども園・3歳以上児クラスにおける環境構成の在り方を検討するも
のである。幼児の周りに意味のある学びのための体験ができるような対象を配置し、その対象の潜在的
な学びの価値を引き出すことができるための環境作りを行うことを目指した。園の環境を学的根拠に基
づき、構成・再構成していくことを目標とした。アクション・リサーチという手法を用いて、保育者が
実践の中で経験としてわかっている事柄を対象化・理論と結びつける実践的研究を行った。 
 方法としては、①環境構成に関する「保育者の実践知」を明らかにすることを目的として、保育者・
研究者との話し合いを持ち、そこでの発話記録の分析を行った。②研究者による保育・子どもの姿の観
察を行い、写真やビデオ等による記録から環境構成に関する「保育者の実践知」の有効性を検証する作
業を行った。③保育者自身が環境構成を行う上で発見や気づきを得るために他園の保育環境を見学した。
その後、画像記録等を基に保育者と共に話し合いを持ち、自園の環境の見直しを行った。④研究者によ
る「実践知の有効性」と「先行研究」の提示を行った。数回に渡り、理論的な枠組みの提示を職員全員、
小グループでの研修会・ミーティングを通して行った。以上の①～④を基に、保育者たちが自らの保育
環境の再構成を実施した。そこから子どもの姿にどのような変化を見ることができたのかを観察、写真
等で記録しながら考察した。 
 環境の構成・再構成の中心的な視点は以下の通りである。① 落ち着きくつろいで過ごせる環境とな
っているか。②生活・学びの環境として配置されているモノ等に美しさ・調和さを感じ取ることができ
るか。③ごっこ遊びの環境として、見立てやふりを引き出して豊かな表現に繋がるような玩具・素材が
置かれているか―環境の中にある事物の価値や特性を子どもが知覚からピックアップしているか。 
④ 活動がしやすいように整理されているか。自分で判断して片付け等の生活に必要な事柄ができるよ
う手立や工夫があるか。 
 アクション・リサーチという手法を用いての研究に取り組んだ結果、理論（根拠）を基に保育実践を
向上させる効果的な保育者研修の糸口が掴めた。子どもの学びを支える環境を保育者が主体的・能動的
に作り出して行くために環境に対する気づきを促し、視点を提供することができたと考える。しかしな
がら、子どもの学びを支えるための環境構成はどこかで完成するものではなく、子どもの実態に応じて、
つねに再構成し続ける必要がある。その意味では、今後も保育者自身が子どもの姿から学び続けるとと
もに、同僚の実践や様々な園の実践からも学び続けられるような環境、すなわち、保育者自身の「学び
のための環境」も整備する必要があり、子どもの学びと保育者の学びが相乗的に高め合えるような園環
境のデザインを構築していくことが課題である。 
 
本研究の成果の発表予定は以下の通りである。日本美術教育学会学術研究大会（静岡大会 2015年 8
月 10日）、日本乳幼児教育学会第 25回大会（2015年 11月 28日・29日）において。さらに聖隷クリス
トファー大学社会福祉学部紀要 13号への寄稿を計画している。 
